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　当農業振興公社が主催する「令和 4（2022）年度栃木県青年農業者国内派
遣研修」が無事に終了したことに対し、関係者の皆様に心から感謝を申し上
げます。
　さて、この国内派遣研修は新型コロナウイルスの世界的な感染状況を踏ま
え、海外から国内の研修に振り替え、普段学ぶことのできない国内の先進的
な事例研修を初めて実施いたしました。
　研修は、第 1回が 10 月 27 日～ 28 日に愛知県及び静岡県、第 2回は 11 月
30 日～ 12 月 2 日に宮崎県及び熊本県の 2回に分けて実施しました。
　今回の研修では、ICT を活用して徹底した作業の効率化を図り、大規模
水田経営を実現している担い手や、女性目線で働きやすい生き生きとした職
場環境をつくっている経営事例、スマート農業技術を駆使した大規模露地野
菜の農業法人、日本一のトマト産地における大規模施設園芸部会や集出荷施
設など、最先端の技術や取組状況を視察しました。新たな視点に立って技術
や経営に触れ、研修生にとって、一人ひとりが所期の目的を達せられたもの
と思います。
　加えて、国内での研修ならではの取組として、視察先である愛知県や熊本
県で活躍する青年農業者との交流の場を設けました。ここでは、農業を行う
条件は異なるものの、志を同じくする意欲あふれる青年農業者と多くの情報
交換が行われ、大いに刺激を受け、また、新たな仲間づくりの契機となった
ものと思います。今後とも研修生同志がそれぞれ強い絆とネットワークを大
切にして、お互いに協力し合い、自己研鑽し、切磋琢磨しあえる関係になっ
ていただけたらと願っております。
　本研修の実施に当たり、御尽力を賜りました関係機関・団体、視察先の皆
様に心から感謝申し上げますとともに、参加された研修生が本県農業の担い
手として活躍し、本県農業を力強く牽引できるような人材に育ってほしいと
切に願いまして結びの言葉とさせていただきます。

国内派遣研修生に期待して

公益財団法人　栃木県農業振興公社
理事長　　鈴　木　正　人
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令和 4年度栃木県青年農業者　第 1回国内派遣研修　研修生及び参加役職員紹介

九石 寛之
栃木県農業振興公社
農政推進部　就農育成担当副主幹（GL）

薄井 康之
栃木県農業振興公社
農地集積部　農地バンク担当主査（GL）

安納 康太郎
班長：宇都宮市
米、麦、大豆

牧島 直輝
上三川町
花き

竹澤 宏之
鹿沼市
米、麦

蘒原 颯人
佐野市
米、麦、トマト

荒井 健
小山市
米、麦、イチゴ、ナス

中野 雄大
大田原市
米、和牛繁殖

１班 ２班

野澤 俊樹
班長：宇都宮市　
米、麦

小野口 和希
上三川町
花き

大野 真宏
鹿沼市
米、麦

雨貝 光陽
塩谷町
米

小室 光
大田原市
米、麦、大豆

研　修　生

参加役職員
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令和 4年度栃木県青年農業者　第 2回国内派遣研修　研修生及び参加役職員紹介

鈴木 正人
栃木県農業振興公社
理事長

櫻井 裕也
栃木県農業振興公社
農政推進部 就農育成担当兼食と農推進担当　主査

堀江 収一
栃木県農政部経営技術課
技術指導班　副主幹

篠田 恭兵
班長：小山市　
トマト

大橋 正輝
鹿沼市
イチゴ

篠原 貴大
小山市
トマト

小林 柾徳
小山市
トマト

八木澤 康之
塩谷町
米、ニラ

研　修　生

参加役職員等
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第 1回（愛知県、静岡県）

目で見る国内派遣研修

（有）鍋八農産

服部農園（有）・ハットリライスマーケット

JAひまわりスマート農業研究会の精密管理されたハウス 笑顔畑の山ちゃんファームのスマート農業機器
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第 2回（宮崎県、熊本県）

目で見る国内派遣研修

（有）新福青果

（有）新福青果のスマート農業機器 JA熊本市茄子部会

JAやつしろ
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事前研修会

研修出発時

事後研修会

（第１回：愛知・静岡） （第２回：宮崎・熊本）

（全体研修） （班別研修）
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令和 4（2022）年度　栃木県青年農業者国内派遣研修　行程表

5:00 集合

5:30 集合

9:00 発

8:00 発 9:30 着 11:15 発 13:30 着 14:20 発 16:10 着 17:00 発 19:30 着

10:00 着 11:00 発 12:00 17:00 17:00 着 18:00 20:00～～

6:00 発 8:30 着 9:55 発 11:45 着 12:00 発 14:00 着 15:00 発 18:00 着

とちぎアグリプラザ

第１回（10月27日～10月28日）

第２回（11月30日～12月2日）

宿泊施設

とちぎアグリプラザ

宿泊施設 自由行動

熊本空港

宿泊施設
JA熊本市茄子部会

JAやつしろ

羽田空港 宮崎空港

（有）新福青果
宿泊施設

昼食

JAひまわり
スマート農業研究会 笑顔畑の山ちゃんファーム

とちぎアグリプラザ

（有）鍋八農産 服部農園（有） 宿泊施設 愛知県4Hクラブ員
との交流

熊本県4Hクラブ員
との交流

コストの見える化、課題解決 法人化、社員育成、女性活躍

米作業受託210ha、
麦40ha、大豆18ha

スプレーギク4戸計1.79ha
（66a、50a、33a、30a）

80ha（らっきょう、ごぼう、
里芋、ニンジン他）

76ha（ナス）

218.5ha（大玉トマト）、
60.1ha（ミニトマト）

構成員248戸（大玉トマト）、
89戸（ミニトマト）

施設栽培33a（水菜、トマト、キュウリ）、
露地栽培80a（ダイコン）、

茶60a、米47a

構成員（参加農家）4戸

米88ha、麦48ha

家族社員3名、正社員2名、パート1名

従業員60名（関連企業含む）

構成員（参加農家）164戸

熊本県熊本市内

熊本県熊本市内熊本県熊本市内

宿泊施設

熊本県熊本市内

熊本県熊本市内 熊本県熊本市内

愛知県名古屋市内 愛知県市名古屋市内

愛知県弥富市

愛知県豊川市

愛知県丹羽郡大口町

静岡県浜松市天龍寺区

栃木県宇都宮市

愛知県名古屋市内

熊本県熊本市

熊本県八代市

宮崎県都城市

羽田空港 とちぎアグリプラザ

昼食

昼食

昼食

労働力確保、
環境制御システム

スマート農業、中山間地農業

大規模露地野菜経営

大規模施設園芸

大規模施設園芸

5:30 発

8:00 発 9:30 着 10:30発 13:30着 14:30発 20:30 着

13:30 着 14:30発 15:40着 16:40発 17:20着 18:00 20:00～

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡ ➡

➡ ➡

➡ ➡➡

➡ ➡ ➡

➡ ➡ ➡
１
日
目

２
日
目

１
日
目

２
日
目

３
日
目
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第１回研修　研修日誌（愛知県・静岡県）

　次に訪問したのは、愛知県大口町にある「服部
農園有限会社」。土地利用型を中心にした農業法人
で、社員 11 名で経営面積 137ha を耕作しています
が、昨年からいちごも始めたとのことでした（研
修後に第 52 回日本農業賞「個別経営の部」大賞受
賞）。
　鍋八農産での研修が 1時間延び、渋滞もあり到
着が遅れましたが、服部社長ご夫妻は快く迎え入
れてくれました。
　服部社長ご夫妻から、「周辺住民へ農業の理解促
進」、「社員の人材育成」、「直売と６次産業化」の
息の合った説明を受けました。直売所はおしゃれ
なショップと精米所が併設され、ガラス越しに見
学できるようになっています。また、畳のキッズ
スペースがあり、店員が育児をしながら働くこと
ができる環境づくりがされていました。
　翌日、服部農園のＳＮＳには研修の記事が掲載
され、「未来の農業経営者への思い」が綴られてい
たことには驚きました。

精米作業がガラス越しに見学できる（服部農園（有））

　夜は、宿泊先のホテル内で愛知県の青年農業者
との交流会。初対面で少し緊張している人も見ら
れましたが、終わる頃にはお互いに打ち解け、２
次会に繰り出すグループもありました。

テーブルごとにパチリ（愛知県 4Hとの交流会）

10月 27日（木）晴れ
　夜明け前の早朝 5時アグリプラザ集合。出発前
の記念写真を撮影し、予定よりも 10 分早く出発で
きました。バスで東北道～圏央道～東名と高速道
路を利用し、本日の研修先となる愛知県を目指し
ます。
　この日は冷え込みが厳しく、宇都宮では初霜を観
測しており、バス車中では、ハウスの状況を心配を
する声も聴こえました。その様な中の足柄ＳＡから
は、冠雪した富士山を見ることができました。

足柄ＳＡから富士山を臨む

　午後 1時前に、１カ所目の研修先愛知県弥富市
にある「有限会社鍋八農産」に到着。土地利用型
作物を中心に、社員 15 名で経営面積 240ha、作業
受託 150ha を耕作するため、様々な経営改善に取
り組んでいる農業法人です（第 45 回日本農業賞「個
別経営の部」大賞受賞）。
　八木社長から「ほ場管理のＩＣＴ化」、「前日の
社内情報共有」、「カイゼンの取組み」などの熱い
説明を聞きました。特に、「農家の常識は生産現場
において慢性化している作業非効率性が課題であ
る。」という言葉が印象に残っています。
　実際に乾燥調製エリアでの確認ボード、農機の
の所在を示すボードなどの取組を視察しました。

自らの農業経営や業務にすぐに活かせるのもあり、
熱心な質疑応答が交わされました。

鍋八農産のキー管理ボード
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操縦した機械もあり、その便利さを実感できまし
た。
　地域の小学生も見学に訪れ、「かっこいいから農
家になりたい」という意見もあるようでした。
　また、農産物に付加価値をつけて有利販売する
ため、６次産業化にも積極的に取り組んでいると
のことでした。

ラジコン草刈機を体験中（笑顔畑の山ちゃんファーム）

　４カ所の視察研修を終え、最短ルートで東名高
速のインターチェンジから帰る予定でしたが、今
年の台風 15 号の影響で通行止めの箇所を迂回した
り、圏央道の週末及び帰宅ラッシュ渋滞に巻き込
まれながら、21 時半前にアグリプラザに戻ってき
ました。１泊２日のバスでの総移動距離は 1,100 キ
ロメートルというハードな研修でしたが、今回の
研修で得られた知識、経験、仲間はこれからの農
業を行っていく上で大きな財産となるに違いあり
ません。

10月 28日（金）晴れのち曇り
　みんなで朝食を済ませ、検温と体調確認をした
のち、ホテルを出発しました。名古屋市内は暖か
く感じました。それもそのはず栃木県に帰ってか
ら確認したところ、最低気温が４℃も高い！。
　今回の研修３カ所目は、愛知県東部の豊川市「Ｊ
Ａひまわりスマート農業研究会」。スプレーマム部
会の若手生産者４名で組織され、労働時間の 10％
軽減を目標にハウスの環境制御システムや自動か
ん水装置などを導入・実証しています。
　生産者の市川さんから導入したシステムについ
て、ＪＡ営農指導員の岩瀬さんから研究会の取組
みの説明を受けました。スプレーギク生産ハウス
内の環境データと屋外の環境データの差から、ハ
ウスの開閉や遮光、かん水を細かく自動またはス
マートフォンでコントロールでき、自宅とハウス
が遠い人ほど管理作業の省力化が図れ、このシス
テムの導入効果が高いとのことです。
　今後は、研究会で自動制御システムのマニュア
ルの作成に取り組むそうです。

得られた細かなデータを確認中（JAひまわり）

　次の研修先への移動中、昼食は静岡県浜松市で
名物の「鰻重」をいただきました。

「鰻いしかわ」にて

　今回最後の研修先、静岡県浜松市の「笑顔畑の
山ちゃんファーム」。中山間地域で農業を効率的か
つ魅力的にするため、スマート農業を導入・実証
しています。
　山下代表から導入機器について、浜松市の松尾
さんから導入の背景や実証効果の説明を受けまし
た。山下代表の実演だけでなく、研修生も実際に
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第1回研修レポート（第１班）

野澤 俊樹・小野口 和希・大野 真宏・雨貝 光陽・小室 光

スマート農業と法人化について

　物価が上がり、原価が膨らむ状況の中でも他企
業との差別化を図り、６次産業化を実現し継続し
て利益を出している服部農園さんの熱量に感銘を
受けました。

JA ひまわりスマート農業研究会
　2日目に向かったのは、JAスプレーマム部会内
の若手 4名でスマート農業研究会を組織し、作付
計画システム、雇用管理システム、環境制御シス
テムを導入し、収量増加と省力化について実証を
行っている JAひまわりスマート農業研究会。
　今回の視察対象は環境制御システムで、主に自
動かん水やハウスの温度、湿度、CO2 濃度、風向
き風速と様々なデータを取り、収集し記録するこ
とができます。換気の開閉や調整を適切に行うこ
とができスマートフォンからも操作可能とのこと。
　利点としてはハウスに行かなくてもハウスの状
態が一目瞭然、近くのハウスはともかく家から離
れているハウスもあるとの事で労働時間削減の効
果が高いとのことでした。
　自動かん水は土壌の水分量を測定し、少ない場
合自動でかん水ができるシステムです。こちらも
手動の時よくある閉め忘れや、やり過ぎを防止で
きて助かるとのことでした。
　今の課題として挙げていたのは、システムが優
秀すぎる故に使いこなすのが難しい、もう少しシ
ンプルで安価なものが使いやすいのかもしれない、
今回は既存のハウスに付けたが配管などがあるの
で新設ハウスの時につけた方が色々と使い勝手を
よくできる、などといった点でした。
　これからの農業は、スマート化をしていかない
と労働力の確保や労働時間削減が難しいと思いま
す。
　ただ実用化においては、個人農家にはまだまだ
導入はコストや規模の兼ね合いで難しいと感じま
した。
　スマートでカッコいい農家が増えて、農業のイ
メージアップに繋がれば就農者も増加して日本の
農業の底上げができたらいいなと思いました。

笑顔畑の山ちゃんファーム
　最後に訪問した「笑顔畑の山ちゃんファーム」

（有）鍋八農産
　鍋八農産では、水稲 148ha、麦 52ha、大豆 10ha、
飼料用トウモロコシ 29ha を栽培していました。
　鍋八農産は大規模土地利用型農業を実践してい
る法人であるため、圃場管理が重要であり、その
ために「豊作計画」というアプリを導入し、作業
ミスやロス、勘違いを防いでいます。
　導入時は職員の反発等もありましたが、丁寧に
根気強く説明し、職場に浸透させていきました。
　これにより、生産性は向上し、情報の共有も行
われました。
　また、トヨタ方式の「カイゼン」も導入し、課
題の洗い出しから原因究明、対策の準備、全員で
共有と一連の流れができました。
　効率化と作業のムダ、ロスの減少など自分たち
の経営に反映できるものもあり、とてもためにな
りました。

服部農園（有）
　服部農園は、水稲 88ha、麦 45ha、露地野菜
4ha、いちご２aを栽培していました。生産したも
のに付加価値を付け、「製品」ではなく「商品」を
作っていくと話を聞いたことが特に印象的で、そ
れを経営の柱として、社員育成、6 次産業化、女
性が働きやすい環境づくりなどをされていました。
　社員育成では、SONYが開発したマネジメント
ツールを使用し、経営を疑似体験し感覚を身に着
けることや決算報告会での経営状況の共有により、
段取りの重要性、コストへの関心が芽生え、利益・
経費削減や効率化に繋がっていました。他にも、
視察研修・お米に関しての勉強会を定期的に行い、
他社との比較や自社の改善、様々な品種を栽培す
るために、適した知識を習得していました。
　6 次産業化では、自社で栽培したお米を販売・
加工できる直売施設を持っており、2022 年 11 月
よりおにぎり屋をオープンし、消費者のニーズに
合わせた取り組みをされていました。直売所では
女性従業員が主体となって運営を行い、子供を連
れて働ける職場環境が整っていました。また、市
街地での営農のため、地域のごみ拾いへの参加や、
イベントの主催等、地域密着に積極的に取り組ん
でいました。
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は中山間地域でのスマート農業をテーマとしたス
モールスマート農業をかかげて経営を行っていま
した。中山間地域での主な問題としては、現在の
農業・農村が抱える過疎化、生産者の高齢化、後
継者不足による耕作放棄地の拡大などです。これ
らの条件を利用した中山間地域でも採算のとれる
ビジネスモデルをルーツとしています。スモール
スマート農業の実施内容としては、小型スマート
農機の導入、生産者仲間でのシェアリング、事業
規模の拡大、遊休農地の発生予防、雇用創出によ
る地域活性化などです。代表的な商品としては「山
のするめ大根」で静岡県主催のセレクションで金
賞を受賞するほどの人気です。中山間地域ならで
はの悩みとしては鳥獣害があり、対策としては
IoT カメラと IoT 電気柵により被害が軽減してい

ます。社長の山下さん直々に説明していただいた
自動操舵トラクター、ラジコン草刈機、ドローン
はどれも魅力を感じるもので、ラジコン草刈機は
力仕事が不要になり、女性や子供でも遊び感覚で
作業でき、なおかつ刈幅が広い上に草刈り後の残
渣が細かいために腐敗しやすく、処理が楽に済み
ます。ドローンは使い勝手が良く圃場診断や、追肥、
薬剤防除などが効率的に行うことができ、収量の
増加や労働力の軽減につながっています。これら
の農機を組み合わせることで水稲 48a 茶 60a 露地
野菜 80a 施設野菜 33a の規模を難なく回していま
す。中山間地域という不利な条件でも採算のとれ
る「スモールスマート農業」は可能性のある次世
代の新しい農業のモデルになると実感しました。

　積極的にデジタルツールを導入し、その取り組
みによって得た成果はとても参考になりました。
　また、鍋八農産では生産性向上の為、トヨタ方
式の「カイゼン」を導入し、当たり前となってい
る事の見直しと解決を図っています。例えば「見
える化」では、事務所の建物や資材・機材の置き
場にネームプレートや白線枠を示す事で無駄な動
きが無くなり、それを生かす「６Ｓ（整理、整頓、
清掃、清潔、しっかり、躾）」によって意識が高まり、
各作業に対する無駄な時間が削減されたそうです。
　実際に施設内を見学しましたが、機材・資材等
がきれいに配置され、それぞれに名前や異常の有
無が表示されたプレートが提示されている為、必
要な物がどこにあるか、どんな状態かわかりやす
くなっていました。こういった「豊作計画」、「カ

国内派遣研修（班別レポート）
経営改善について
　有限会社鍋八農産では、トヨタ自動車と共同開
発した「豊作計画」という ICTツールを活用して
います。この「豊作計画」を導入した事で作業ミ
スやロス、勘違い等を減らし作業を効率良く行え
るようになったそうです。大規模に展開している
法人では、作業面積や作業量も多く、従業員との
連携や情報共有は容易ではありません。その中で、
デジタルツールを取り入れる事により、スマホ等
の端末で一人一人がリアルタイムでいつでも情報
を共有したり、現場で圃場位置や作業状況を確認
できるという話を聞き、非常に便利だと思いまし
た。デジタル社会の現代において、農業はまだま
だアナログなイメージがあります。

安納 康太郎・牧島 直輝・竹澤 宏之・荒井 健・中野 雄大・蘒原 颯人

農業の基礎、人を効率良く動かす方法

第1回研修レポート（第２班）
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イゼン」等、さまざまな取り組みや考え方はとて
も勉強になりました。

人材育成について
　今回の研修で、2 つの農業法人で様々な人材育
成のやり方を聞くことができました。法人化をす
る場合で無くても、今後農業を続けていくために
は、専門的な知識や技術が必要なことから、人材
育成をしなくてはならないものだと思います。
　１つ目は鍋八農産については、非農家出身の若
手が多く入社してから農業の技術を学ぶため、能
力マップで従業員のスキルを明確化し、農作業に
関わる全てのステップを 1人でできるようになる
ことを目指していました。習得できていないスキ
ルは、習熟者に教えてもらいスキルの向上をして
いました。年齢や就業年数に関係なく社員が相互
に教え教えられることが浸透することにより全作
業を 1人でできる従業員を増やしていました。
　２つ目の服部農園については、社員全員が経営
状態を把握するために人材育成に注力していまし
た。経営感覚を養成するためにマネジメントゲー
ムをしていると聞いて面白いなと思いました。社
員 1人 1 人に役職を付け、チーム分けをしてその
中の主任になった人が、栽培日程や資料を作成し
て農業をやっていました。農作業の節目に、必ず
飲み会や旅行などのイベントを開催していると聞
いて、楽しそうだなと思いました。1 年の終わり
に社員全員参加の決算報告会を開いて、社員全員

で自社の経営を共有していました。
　２つの農業法人を通して、社員全員が技術や知
識を共有し、理解することが大切だと思いました。
そして、現状に満足せず常に改善点を見つけ、よ
り良い経営体にしていこうと努力していました。

農業の基礎
　JA ひまわりスマート農業研究会では、作付計
画システムと環境制御システムを導入しています。
この 2つのシステムを見ることはとても参考にな
りました。今まで作付は長年の経験、勘などで決
められていましたが、このシステムは作付に最適
な時期を教えてくれます。環境制御システムは光、
温度、湿度など様々な環境要因を測定し、最適な
解を教えてくれます。
　これら 2つのシステムはとても参考になりまし
た。
　笑顔畑の山ちゃんファームでは、中山間地での
農業のあり方を勉強しました。
　条件が厳しい環境にありますが、スマート農業
の導入により、ドローンやラジコン草刈り機など
を使用して楽しく農業をしている印象でした。
　笑顔畑の山ちゃんファームでは、日本農業の原
風景を見た思いがしました。
　JA ひまわりスマート農業研究会と笑顔畑の山
ちゃんファームでは農業の基礎について改めて考
えさせられました。
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個別研修レポート

こちらでは、現場に行かなくても作物の管理がで
き、労働力の軽減につながるという『自動かん水
温度管理システム』を導入しているということを
聞き、農業の進化に驚いたのですが、まだ完全な
ものではなく、今のところは結局自分で現場に出
向き、目視する必要性があるということも聞きま
した。
　無人化するにはまだ時間が掛かるのだろうと思
いますが、農家もデジタル技術を持ち合わせてい
かないと、これから先は存続していけない、そう
いう時代に間違いなく突入していくのであろうか
ら、先を見据え、そういった技術を早くから試用
し始め、試行錯誤しながら慣れていくことをして
いかないとな、と感じました。
　3日目は、中山間地農業を営む「笑顔畑の山ちゃ
んファーム」を見学し、土地環境による問題点に
触れました。広い場所を一気にやれるのであれば
作業効率が良く、質も同等になりますが、小さい
面積をあっちこっち移動しながらやるというのは
時間や体力の関係上なかなか大変なもので、農地
の請け負いが年々増加すると、細やかな管理がど
んどん難しくなっていくのが、中山間地では特に
目立っているというのが分かりました。そういう
ところこそ農業のスマート化や法人化をモデル
ケースとして先陣を切っていって欲しいと思いま
した。

　―まとめ―
　私はドローンを導入しているのですが、研修を
受け、ここで満足、現状維持するのではなく、もっ
といろいろな先端技術を駆使していかないといけ
ないな、と思いました。現在は個人事業として営
農しておりますが、将来的に法人化も考えていき
たいと思っています。そして、面積を増やし、ス
マート化や法人化をして頑張っていくためにも、
第 1次産業から途
絶えさせないため
にも、バックアッ
プが必要不可欠で
あることを、行政
に理解していただ
きたい、というの
が農家の本音かと
思います。

　私は大規模営農をしており、最近、スマ－ト農
業や法人化に興味を持ち始め、今回たまたま研修
の話が舞い込んだため、研修に参加することを決
めました。
　1 日目の「鍋八農産」では、法人化するという
ことはどういうことなのかを学びました。「鍋八農
産」では従業員育成にとても力を入れており、誰
もが分かる簡単なマニュアル作成、人材確保への
資金調達、意見の言い易い職場づくり、（従業員が
納得して仕事をするためには）目的を明確に伝え
ること、等々、従業員を抱える大変さや育成ノウ
ハウを惜しみなく説明していただきました。利益
を上げることは大前提で大事なことですが、それ
以前に働き手 1人 1 人を尊重信頼し、大切にして
いくこと、また、その頑張ってくれている方達に、
どれだけ利益を還元できるか、ということに重き
を置いていると思いました。従業員との良い関係
性を構築していくことで、従業員のやる気が向上
し、よって仕事が進み、効率性にも繋がっていく、
プラスの連鎖になっているんだなと思い、大変な
面もあるけれども、メリットも大きいということ
を知りました。そして、同時に、経営者の覚悟と
器量も必要であると感じました。
　続いて、「服部農園」では、食への感謝や農業の
楽しさを伝えることの素晴らしさ、仕事への遣り
甲斐の見出し方に於いて感銘を受けました。
　「鍋八農産」と人材育成の仕方に似て非なる部分
として、「鍋八農産」はコーチング体制で 1人 1人
をプロに育てあげていき、それぞれが技術を極め
ていくことで営農機能化を高めていくという方法
を取られている感じがしたのですが、「服部農園」
では、経営者の下で各々作業するというより、チー
ム体制でお互いを補い合いながらやられているよ
うに感じました。経営者も従業員と同じ目線にな
り、声に耳を傾け、様々な自由な発想やアイディ
アを取り入れ、1人 1人のオリジナリティーを出し
ながらも皆で楽しくやっていこうというモットー
が伝わってくる雰囲気がありました。積極自発性
や協調性が生まれ、仕事が楽しいと思える環境づ
くりが成されているのだな、と思いました。法人
化を取ることで、ただ単に人手不足を補うのでは
なく、女性活躍や地域活性化にも目を向け、農業
で社会貢献し、更に農業の未来も紡いでいける、
という、こちらもプラスなサイクルを生み出して
いると感じ、法人化の有意義さを知ることができ
ました。
　2日目は「JAひまわりスマート農業研究会」に
訪れ、農業の ICT化の必要性を改めて感じました。

第１班　野澤　俊樹（宇都宮市）
国内派遣研修に参加して
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の会社では作業の特性上必要性を感じませんでし
たが、様々なモノが便利になり効率化に伴う生産
性の向上や、人件費の削減などに直結していく可
能性を大きく感じることができました。
　交流会では、同世代の方々と交流し様々な意見
を聞くことができました。皆さんの農業に対して
の考え方や取り組み方は、様々で見習わなければ
ならないことも多くありました。そして、農業が
好きという気持ちは皆さん同じなのだと感じまし
た。
　国内派遣研修全体を通して、学ぶべきことや参
考にすることがたくさんありとても有意義なもの
になりました。愛知県の方々の、ほかの産地との
差別化をするという考え方はすごく参考になり、
今後の自分の成長に繋がると感じました。また、
愛知県で学んだことを早速活かし、自分たちの会
社でもほかの産地との差別化を行ってみました。
結果はそこまで著しいものではないですが、根気
よく続けていき認められるよう頑張っていきたい
と考えています。

第１班　小野口　和希（上三川町）

　私が今回の研修に参加した理由は、様々な農業
法人の経営の仕方や、人の使い方を学び、また、
栃木県や愛知県の農業者とのネットワーク作りに
なると思い参加しました。
　１日目の鍋八農産さんはトヨタのカイゼン方式
を採用していて、モノを置く場所の整理や、 の
紛失を避ける ボードを作成していて、自分たち
の会社でもできることがかなりあり、すごく参考
になりました。
　服部農園さんでは、従業員の方の士気の上げ方
や、会社としての組織運営について学ぶことが多
かったです。自分たちの会社でも取り入れるべき
ことを学べました。
　２日目のスマート農業については、導入してい
る方本人が、費用対効果が薄いと仰っていたので、
考えさせられることが多かったです。自分たちの
会社に導入することは品目の特性上今後も考えら
れないと感じました。山ちゃんファームさんでは、
トラクターの自動運転や、ドローン、ラジコン刈
り払い機などを見学させていただきました。自分

国内派遣研修に参加して
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１．はじめに
　私は今回の国内派遣研修に参加するにあたって、
今自分が農業生産法人の職員として作業している
中で、普段はなかなか気づきにくい作業の効率や
人員の配置、農作業に必要な機械や設備の違い、
今後の農業への課題等、研修を通して学んだ事を
自分たちの日々の農作業に生かせればと思い参加
することに決めました。

２．（有）鍋八農産
　１日目は、愛知県弥富市鍋田町にある（有）鍋
八農産を見学させて頂きました。こちらではコス
トの見える化、課題解決、トヨタ自動車のカイゼ
ン方式を取り入れた農作業の効率化を行いながら、
米、麦、大豆を生産している法人でした。お話を
聞く中で、特に私が興味を持ったのがトヨタと共
同開発した農作業管理ツールの活用でした。スマー
トフォンで作業場所の地図表示、日報の入力、作
業進捗のリアルタイム把握と次世代型の農業を実
践していることでした。その他にも従業員の能力
マップ、１日の作業の工程管理のボードの設置、
物資や機材の見える化、機械の取り扱いが誰でも
できるようにマニュアルの作成など、いろいろな
場面でトヨタ方式を取り入れ徹底した作業の効率
化を図っているのがとても印象的でした。

３．服部農園
　１日目の２件目は、愛知県丹羽郡大口町にある
服部農園有限会社で見学をさせて頂きました。こ
ちらでは循環型農業、人材の育成、地域との絆づ
くりへの取り組みを掲げて、米、麦、露地野菜を
主に生産する法人でした。従業員のほとんどが非
農家育ちの農業経験がない中で、実務での技術指
導や勉強会を開催することにより農業経験ゼロか
らプロに育てる仕組みを実施しているとのことで、
その中で直近の先輩、中堅社員に「教えること」
での中堅社員の成長も促しているとのお話を聞き
次世代につなぐ農業に力を入れていることが強く
感じることができました。

４．交流会
　宿泊施設の名古屋市内までの道のりで渋滞もあ
り、予定より 30 分ほど遅れてホテルに到着、地元
愛知の４Hクラブの方々も交えての夕食、参加い
ただいた愛知４Hクラブの方々は私よりも若い 20
代が多く、日々の農作業の話から趣味や遊びの話
と楽しい時間を過ごすことができました。

５．JAひまわりスマート農業研究会
　２日目の１件目は、愛知県豊川市三上町にある
ＪＡひまわりスマート農業研究会の参加農家さん
のところで、環境制御システムを活用したスプレー
ギクの生産を見学させて頂きました。環境制御シ
ステムを導入し労力の軽減を図り、人材マッチン

第１班　大野　真宏（鹿沼市）
国内派遣研修に参加して

グシステムを採用した労働力確保を行っていまし
た。
　環境制御システムでは主にかん水、液肥散布の
自動化、ハウス内のセンサーでは温度、湿度、二
酸化炭素の計測、ハウス外のセンサーでは風向き、
風速、雨量の計測をしていて、３ヵ月で１作のス
プレーギクの栽培に、集積したデータを生かして
いるとのことでした。
　お話を聞く中で、１棟あたりの導入コストが 700
万～ 800 万と他ハウスとのセンサー接続も 100 万
近い費用がかかるとのこと、さらにシステムの更
新や部品の価格が高額なのが現状で、実用的に全
棟運用するには今後改善や見直しも必要なのかな
と感じました。

６．笑顔畑の山ちゃんファーム
　２日目の２件目は、静岡県浜松市天龍寺区にあ
る笑顔畑の山ちゃんファームを見学させて頂きまし
た。こちらでは中山間地でスマート農機を活用した
スモールスマート農業の確立ということで、自動操
舵トラクターやラジコン草刈り機、ヤマハ製のド
ローンの実演を見学させてもらいました。私も実際
にラジコン草刈り機を操作させてもらって、最初は
操作が少し難しく感じたけど、慣れたら楽しみなが
ら草刈りもできるのかなと感じました。
　私が印象に残ったのは、スマート農業を取り入
れることでの宣伝効果、農作業している姿も楽し
い、かっこいいを若い人たちにも発信していきた
いとのお話を聞いて、高齢化する農業従事者が話
題の近年、少しでも若い人に興味を持ってもらえ
るようにと発信する取り組みはとても良いことだ
と思いました。

まとめ
　２日間の国内研修では、日々農作業をする中で
いかに効率よく作業を行うか、そのための従業員
の育成や最新の機械、施設を見学することができ
ました。農業もアナログ時代からデジタル時代に
変わりつつある中、生産性の向上の取り組みや安
全な作業の環境整備がされていて、とても参考に
なりました。最新の制御システムやスマート農業
の普及で多くの実践データの集積により、今後ス
マート農業がさらに発展していくと感じました。
今回の研修は私にとってとても貴重な体験になり
ました。この研修を支えてくださった関係者の皆
さんに感謝を申し上げます。ありがとうございま
した。
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わせた取り組みや、女性が、子供を連れて働ける
職場の提供など、幅広い取り組みと地域に密着し
た施設運営を行っていました。
　当社でも「ゆうだい 21」という宇都宮大学で開
発された品種を作っており、それを活かせるもの
があればと思っていました。しかし、物価が上が
り収益が減る中で、「製品」ではなく「商品」を作っ
ていくためには、沢山のお金と知識が必要になり
ます。他社との差別化を図り、それを実現し継続
している服部農園さんの熱量に感銘を受けました。

・終わりに
　初めは、緊張と不安でいっぱいでしたが、２日
間の研修を通して、沢山の先輩方と交流・意見交
換をして刺激を得たことで、私の社会人としての
未熟さと、農業についての勉強不足を実感しまし
た。
　個人個人の日々の継続的目標を持つことの重要
性を理解し、仕事に対する意識が変わりました。
　今回の研修で学んだことが私の財産や貴重な経
験になりました。今後は更に向上心を持って、農
業に携わって行きたいです。

・始めに
　私は現在、塩谷町の有限会社アグリしおやで働
いています。自社では、水稲を 50ha その他に野菜
を７品目 20 種類栽培しています。
　当社とは異なる組織の在り方や、農作業を効率
的に行うための方法について興味がありました。
就農して二年目と経験も知識も浅いですが、現在
の農業・今後の農業に関心があり、今回の栃木、
愛知、静岡の方々と交流や意見交換、農業法人を
訪問出来ることを知り今回の研修に参加しました。

・鍋八農産
　１日目の鍋八農産では、250ha 以上の圃場を管
理されており、トヨタ自動車のカイゼン方式やＩ
Ｔ管理ツールなどを導入し「見える化」「６S」な
どを徹底することで全員の作業手順を統一化して、
日々の農作業を、効率的で安全に行っていました。
　特に印象的だったのは、毎日就業後に行われて
いるミーティングです。そこでは当日の反省と、
翌日の作業の打合せが行われており、出社したら
直接現場に出られる環境が整っていました。改善
前は作業場への出動が遅れ、情報の共有がうまく
できず残業が増えていましたが、ＩＴ管理ツール
を活用し全員が何をやるか把握することで、日中
の時間が有効活用されていました。さらに圃場と
作業のデータを集め、営農情報を見える化して、
従業員のモチベーションの向上と経営理解を図っ
ていました。
　社内での改善や新たな取り組みを行い、昔なが
らの農業を守るのではなく、考え方を変えていく
ことが、重要だと感じました。

・服部農園
　服部農園では、栽培したものに付加価値を付け、
自社販売を行う６次産業化に力を入れていました。
日々の作業だけでなく、ＳＯＮＹが開発したマネ
ジメントツールを活用し、従業員全員が経営に関
しての知識を持ち、向上心を持って仕事をしてい
ました。経営感覚を身に着けることにより、段取
りの重要性、コストへの関心が芽生え、利益・経
費削減や効率化に繋がっていました。
　６次産業化では、自社で栽培したお米を販売、
加工できる直売施設を持っており、近年では手作
りのおにぎりを販売する等、消費者のニーズに合

第１班　雨貝　光陽（塩谷町）
効率的な農作業を進めるために
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です。そのため、このような圃場でのＩＣＴ技術
の導入は敬遠されてきましたが、あえて先陣きっ
て導入に踏み切ったのが「笑顔畑の山ちゃんファー
ム」です。できるだけ過剰投資を避けるために機
材はすべて使いきれるスペックのものを導入し、
採算を取れるよう工夫しています。さらに中山間
地域ならではの小さな営農コミュニティーで、コ
スト削減のため機材シェアリングをしていました。
このコミュニティーをつくることが中山間地域で
の肝であり、生産者仲間同士の付加価値をプラス
していくきっかけにもなります。生産量のすべて
を自社で販売しており、消費者の声を直接聞くた
めでもあるというこだわりには驚くばかりです。
今まで中山間地域での ICT技術の導入はハードル
が高く難しいと考えられてきましたが、「山ちゃん
ファーム」を参考にスモールスマートを広げてい
くとさらに農業の魅力を発信できるのではないで
しょうか。

５．まとめ
　今回は、会社単位という組織での経営に焦点を
当てた派遣研修となりました。これから先の農業
は大規模な土地利用型経営だけでなく、小規模で
も付加価値を付け、６次産業化による独自ルート
での販売を築き上げることも経営の強みになって
いくことを各法人を訪れることで改めて実感する
ことができました。そしていくら個人単位の経営
だからと言ってソロプレイではなく、チームプレ
イでやっていくことが重要だと思いました。そし
てなにより変化していく経営が、適応できる農業
の新しいモデル経営になると確信しました。我々
新規就農者たちには、これまでの農業とこれから
の農業、その両方をつなげていく重要な架け橋に
なります。様々な経営に関するノウハウ、仕事に
対するモチベーションなど現場でしかわからない
生の声を聴かせていただけたので感謝しかありま
せん。
　今回受け入れてくださった法人様方、貴重な機
会をいただきまして、本
当にありがとうございま
した。

1．はじめに
　自分の家では水稲原種、二条大麦、大豆を主な
作目として合計約 20 ヘクタールほどの規模で中規
模農業経営を営んでおります。規模を広げ、より
効率的な経営をしていくためにはどのような取り
組みが必要であるか考えなくてはと思い、今回の
研修に参加しました。

２．超大規模農業経営
　愛知の中心都市から約 20km圏内で、広大な農地
を多数所有する「鍋八農産」では、品種別、栽培
法別での大規模生産体制でした。水稲約 148ha と
いうとてつもない栽培面積に私は驚きました。こ
の広大な面積で農業経営を回していくために、極
限まで無駄を省いた現場を見ることができました。
全員で作業の情報を共有し、何をするにも計画を
立てることを実施していくことで、ロスをなくし、
充実した作業を行うことを実現していました。
　トヨタ自動車式のカイゼン方式を取り入れたこ
とで、営農情報の見える化や、それによる事務作
業の簡略化を実現していました。大切なのは売る
ことではなく、どうすれば売れるかを考えること
であると学ぶことができました。そしてスマート
技術に関しても毎年データをとり、やみくもに導
入するのではなく、技術導入により何ができるよ
うになるかを考え、アナログと組み合わせながら
行う必要があるという情報も、将来的に ICT技術
を導入しようと考えている我が家で非常に有益な
情報を知る機会となりました。

３．６次産業化のハードルとメリット
　水稲で 96ha を経営する「服部農園」では主に農
業の６次産業化に取り組んでいました。生産量の
約７割を自社で販売し、独自ルートでの経営を確
立、売りたいものを売りたい値段で売ることが実
現していました。そして農業の６次産業化でかな
り重要な部分となる地域からのイメージも、例え
ば耕作放棄地に花を植えイベントを行ったり、作
業着もユニフォームにして地域にチームとしてア
ピールしたりと、遊び心をもって楽しみながら農
業を行っています。個人的には耕作放棄地を花畑
にする発想はとても面白いと感じました。本来使
う予定のない土地を逆に観光地にしてしまうとい
う正に逆転の発想です。

４．中山間地域における現代風経営
　中山間地域の農業形態は細かい圃場が点々と存
在している効率の悪い所在になっているのが現状

第１班　小室　光（大田原市）
初の農業研修で学んだこと
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１．はじめに
　今回国内派遣研修に参加しての感想はさまざま
な農業者がいるなかでどんな人やどんなことを
行っている人がいるのかと思って参加しましたが、
発見やおどろきがたくさんありました。
　まず、同じような土地利用型農業であんなに大
きく経営しているところがあるとは思いもしませ
んでした。

２．（有）鍋八農産
　愛知県の（有）鍋八農産は米 148ha、麦 52ha、
大豆 10ha、飼料用トウモロコシ 29ha もの大規模
で農業経営を行っている農業法人です。
　他に米 50ha の作業受託を行っています。
　これだけの大規模な法人を見るのは初めてでした。
　この規模の農業経営を効率よく行っていくため
に、鍋八農産では「豊作計画」といったアプリを
導入して社員に浸透させています。
　これにより、どこの圃場で作業を行ったかが分
かるようになっています。特に田畑は見た目が似
ている場所もあり、勘違いをすることもあるため、
このアプリはとても役に立つものだと思いました。
　また、鍋八農産ではカイゼンを導入しています。
これにより、社員の作業の生産性が上がり、士気
が高まったとのことです。
　他にも、農業機械のカギも誰が使っているかす
ぐに分かるようになっていて、とても分かりやす
いと思いました。
　また、社長さんの昔のことなどを聞いて自分と
似たようなものを感じながら、話を個人的に聞き
ましたが、すばらしい人だなと思いました。

３．服部農園（有）
　次に訪れた服部農園（有）は米 88ha、麦 45ha、
露地野菜 4ha、イチゴ 2a の規模で農業経営を行っ
ている法人です。
　米の 7割は直売しています。この研修ではハッ
トリライスマーケットという直売所を視察しまし
た。この法人ではマーケットインを導入していて、
需要のある品種を生産しています。需要のある品
種を作ることはムダがなく、とても参考になりま
した。
　そして、自分の作った物でお店をかまえてやっ
ているというのはこれからの農業ですごく大切だ
と感じました。

学びの多かった国内派遣研修
第２班　安納　康太郎（宇都宮市）

　また、服部農園（有）では、社内で年 2回経営
者教育を行っています。職員が将来経営者として
自立することを意識した研修だと思いました。
　他にも、決算報告会を開催しています。
　決算報告会では自社の決算を社員に説明公開す
ることで社員に自社の状態を理解してもらい、や
る気につなげています。
　服部農園では社長と社長の奥さんがとても明る
く私たちを出迎え、お話をしてくださったことが
印象的でした。

４．交流会、笑顔畑の山ちゃんファーム
　愛知の 4Hクラブ員との交流では、お酒を楽し
みながらではありましたがとても良い交流ができ
ました。
　2 日目に視察した静岡県の笑顔畑の山ちゃん
ファームでは、スマート農業について学びました
が、中山間地域での農業は自分のやることと似て
いました。
　しかし、中山間地域の農業は今後まだまだ良く
なるとは思いました。
　もっと大規模になってきたときにどうなのかな
というのもありますが、機械メーカーにがんばっ
てもらいたいと思いました。

５．最後に
　今回は国内でしたが、国外にも行ってみたいと
思いました。これからも今回学んだことを生かし
ていきたいと思います。



－ 19 －

４．JAひまわりスマート農業研究会
　２日目、最初に訪れたスプレーギクの農場では、
スプレーギクの国際競争力を高めるため、スマー
ト農業技術を導入し、収量増加と省力化を目指し
ていました。主な導入技術として、作付計画シス
テム・雇用管理システム・環境制御システムがあ
りました。その中でも私が特に気になったのは環
境制御システムです。光合成情報のリアルタイム
計測が可能な光合成チャンバーやハウス内の生育
情報が確認できる IoT カメラなど私の知らないス
マート技術を見ることができました。

５．笑顔畑の山ちゃんファーム
　最後に訪れたのが中間産地に農場がある山ちゃ
んファームです。そこでは小区画や不整形の条件
不利地が多いことから、機械化が難しく、経営規
模の拡大が難しいとのことでした。そこで、中山
間産地でも活用できるスマート農機を見せてもら
いました。導入したスマート機械は、自動操舵ト
ラクター・ラジコン草刈り機・ドローンなどがあり、
その他にそこで収穫した大根を加工し乾燥させる
食品乾燥機、経営体のデータの収集・分析ができ
るアグリノートなども導入していました。これら
のスマート農機を導入したことにより、作業速度、
労務環境ともに改善され、新規就農者でも即戦力
として活躍しやすくなったそうです。

６．最後に
　私は、この研修に参加し、農業のスマート化や
経営者としての考えなど、自分の農場で働いてる
だけでは知れないこと、学べないことが数多くあ
ることに気付きました。また、普段交流すること
もない愛知の４Ｈクラブの方々とお話でき有意義
な時間を過ごせました。これらの経験を糧にこれ
からも一生懸命に頑張ろうと思いました。

１．はじめに
　今回、私がこの研修に参加した理由は、基礎的
な農業の知識をつけるとともに、ほかの地域の環
境の違いを知るために参加しました。
　私は就農して２年目でまだ知識が浅く、ほかの
農場を見るのは初めてでした。この研修でそれぞ
れの経営者の工夫や考え、また地域の特色などを
知ることができました。

２．（有）鍋八農産
　最初の鍋八農産では ICTツールの詳細や導入の
メリットを知ることができました。私は ICTツー
ルが実際にどのようなメリットがあるか知らず、
なんか難しそうなイメージがありました。
　しかし、話を聞いてみると導入したことにより、
作業効率化や情報共有、振り返りなどで数字とし
て見ることができる、などの利点があると理解で
きました。私の農場では作業内容は手書きで書い
てるため、少し見づらいところがあり、記入漏れ
などもあって、ICT ツールを導入すれば正しい情
報が見やすく、共有しやすくなると思いました。

３．服部農園（有）
　１日目の２か所目の服部農園は若手の育成に力
を入れており、農業経験ゼロからプロへ育てるた
めの、様々な取り組みが行われておりました。特
に私が注目したのは決算報告会です。服部農園で
は社員全員が決算報告会に参加し、自社の決算書
を従業員に公開しており、従業員一人一人の時間
意識やコスト意識の向上を図るために行われてい
ました。私は自社の農場の経費や農薬肥料費など
のコストを全く知らずに働いてました。今後、資
材高騰で今まで通りの作付けが困難になるかもし
れないので、私も経費削減や作業効率などを意識
していく必要があると思いました。

第２班　牧島　直輝（上三川町）
国内派遣研修に参加して
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た。環境制御システムを活用してスプレーギクを
栽培しているそうで、かん水の自動化やハウス内
の温度などもモニタリングできたりと、労力の負
担が軽減されていました。ただ、設備の導入にあ
たり、コストも相当かかるとのことで、補助金等
がない場合は導入は困難だと感じました。
　次に伺ったのは、静岡県浜松市にある「笑顔畑
の山ちゃんファーム」です。小型のスマート農機
を活用したスモールスマート農業に取り組み、自
動操舵トラクター、ラジコン草刈機、ドローンを
用いて、中山間地が抱える様々な問題の改善に努
めているそうです。
　近年では、生産者の高齢化や後継者不足が進み、
耕作放棄地など増えていますが、スモールスマー
ト農業のような現代的な取り組みによって今まで
農業に興味が無かった人や、これからの若い世代
が農業に触れるきっかけになるなど、とても良い
事だと思いました。
　山ちゃんファームの山下さんから名物「山のす
るめ大根」を頂き研修を終えました。

・最後に
　今回の研修では、現場の農業をたくさん学ぶ事
ができました。特にＩＣＴツールを活用して作業
効率の改善、作業情報のデジタル化など、とても
参考になりました。最後に、今回の研修にご協力
頂いた各関係者の方々に御礼申し上げます。あり
がとうございました。

　今回、国内派遣研修に参加した理由は、愛知県、
静岡県内農業法人の作業体系や、様々な環境でど
のような農業機械を取り入れているのかに興味が
あり、現地の生産者との交流から新しい発見がで
きると思い参加しました。

・研修１日目
　研修初日、まず１件目にお話を聞かせて頂いた
鍋八農産では、トヨタ自動車と共同開発した「豊
作計画」というＩＣＴツールを使用していると聞
きました。
　ＩＣＴツールを導入し、作業が効率良く行える
ようになったそうで、作業情報や圃場の位置をデ
ジタル化して、スマートフォンなどの端末でリア
ルタイムに共有できるとのことです。
　私達の法人も圃場面積が年々増加しており、作
付する作物も様々です。その中で圃場の位置や作
付予定作物、作業状況など色々な情報を個人の端
末で確認できるということは、とても魅力的に感
じました。また、鍋八農産では、資材・機材置き
場や建物にネームプレートが提示され所定の場所
がしっかり設けられているため、必要な物を探し
やすい工夫がされていました。散らかりやすい工
具類や部品も整頓されているので、無駄のない効
率的な作業に専念できるのだと思います。
　２件目に伺ったのは、愛知県丹羽郡大口町にあ
る服部農園です。服部農園では、社員教育や女性
が活躍できる職場作りに力を入れており、「100 年
後に繋がる循環型農業」、「100 年後に繋がる人材
育成」、「100 年後に繋がる地域との絆づくり」と
いう経営理念のもと、地域貢献活動や社内イベン
トなど積極的に実施している法人でした。中でも
私が１番印象に残ったのは、ソニーのマネージメ
ントゲームを使用したMG研修でした。経営者育
成を目的に開催されており、ゲーム感覚で楽しみ
ながら学べるのかなと感じました。服部農園さん
から自慢のおにぎりを頂き宿泊するホテルへ向か
いました。
　夕食では愛知県内の４Hクラブの方達との交流
会があり、とても貴重な時間になりました。

・研修２日目
　研修２日目、ＪＡひまわり（スマート農業研究会）
に参加している花き生産農家の方に話を聞きまし

第２班　竹澤　宏之（鹿沼市）
国内派遣研修に参加して
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　服部農園ではお米を自社で加工して販売してい
る所も見せて頂きました。これは、私の所で生産
している苺を加工してジュース販売しているのと
一緒だと思いました。
　スマート農業は日進月歩で日々進化発展してい
ます。ここで注意したいのが最新を導入している
ことによる慢心だと思います。
　私の会社で導入している設備・機械は最新のも
のであると実感できましたが、5年後 10 年後には
古くなっていて、新しいものが出てきます。ポイ
ントは私の会社で導入の必要性を感じたときが新
たなタイミングとなるように感じたことです。
　今後は少子化・高齢化による労働力減少により、
農業労働力も大きな影響を受けることが予想され
ます。それには、今からスマート農業に取り組み、
省力化や効率化を意識していきたいです。
　今後は私の会社に貢献することにより、栃木の
農業を盛り上げていきたいです。
　今回の研修ではとても勉強になりました。
　最後に、研修でお世話になった関係者の皆さん
及び一緒に勉強した研修生の皆さんに感謝申し上
げます。
　ありがとうございました。

　私は小山市にある農業法人で米麦 14ha、いちご
100a、なす 25a を専務取締役として経営していま
す。
　私が今回の研修に参加した理由は、スマート農
業に興味があったからです。
　また、県内の青年農業者と知り合える貴重な機
会でもあり、心待ちにしていました。
　栃木県と愛知県・静岡県の農業の違いを肌で感
じられるのも魅力でした。
　今回の研修ですが、特にハウスのスマート農業
に興味がありました。
　実際に話を聞くとシステムで温度、湿度、気温
などを記録してくれる事を説明して頂きました。
　これは私の会社と同じ機能を持ったシステムで
した。
　私の会社も最先端なのだと感じました。
　このシステムは、ハウスの環境を詳細に記録で
きるため、栽培管理や要因解析にとても良いと思
います。
　これからも、活用して行きたいと思い感じてい
ます。
　中山間地のスマート農業では、ドローンの農薬
散布を見せて頂きました。これも私の所でも導入
していました。すごく良いと思います。
　カメラを見ながら散布出来るので通常の動力噴
霧機よりも確実で簡単かつ疲れずに行えます。

第２班　荒井　健（小山市）
国内派遣研修に参加して
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しており、忘年会や年末の餅つきなどのイベント
を行っています。家族のように和気あいあいとし
ていて、仕事がしやすい会社だと感じました。

４．ＪＡひまわりスマート農業研究会
　この研究会にスプレーギク農家は４戸（愛知県
豊川市のスプレーギク農家 53 戸）が参加しており
平均年齢 40 歳とのことです。AQUABEAT とい
う装置を使用することで、潅水作業を省力化し、
さらに施設内のセンサーで湿度や温度、CO2 濃度
のデータを計測し、パソコンやスマホでデータ管
理しています。生産されたスプレーギクは、主に
西大阪、関東、東北に出荷されているそうです。

５．笑顔畑の山ちゃんファーム
　笑顔畑の山ちゃんファーム（静岡県浜松市）は
中山間地域で農業経営を行っています。小区画の
農地が多く機械化が困難であったり、高齢化が進
み耕作放棄地が増加している状況ではあるものの、
主に大根を使った６次産業化に積極的に取り組ん
でいました。いろいろな機械を見せていただきま
したが、ラジコン草刈機はこれから普及が進む機
械だと思われ、地域の実情にあったスモールスマー
ト農業による省力化を見ることができました。

６．最後に
　今回の研修では、他県の農業生産の現状、地域
農業のあり方、６次産業化等を見ることができ、
経営者個々の考え方も学ぶことができました。今
後の自分の経営に反映できたらなと思います。
　貴重な経験をさせてくださった各関係者に心か
ら感謝申し上げます。
　ありがとうございました。

１．はじめに
　今回、国内派遣研修に参加した理由は、県外の
農業生産の現場や大規模農業経営の手法、農作物
の販売方法、スマート農業導入による省力化の現
状を学びたいと思い参加しました。

２．鍋八農産
　鍋八農産（愛知県弥富市）は、稲作 148ha、麦
52ha、大豆 10ha の他、作業受託（耕起・田植え
50ha、稲刈り 50ha）を営む有限会社です。最近で
は自社生産した米を加工販売しています。鍋八農
産では “ アナログからデジタル ” をモットーにト
ヨタ自動車と共同開発した、生産管理ツールであ
る「豊作計画」を使用していました。このシステ
ムにより水田での作業内容をリアルタイムでより
細かに送信・記録することで、クラウド上ですぐ
に活用できるデータとして保存でき、その記録・
情報を活用することで、無駄のない作業計画を立
てることができるようになったと聞きました。
　他には、トヨタ生産方式の「カイゼン」に基づき、
整理・整頓・清掃・清潔・しっかり・躾の６Ｓで
さまざまな機械・器具が所定の場所に整理・整頓
されていました。これにより作業に出る際に、“器
具を探す ”、“ 機械を修理する ” といった無駄な時
間が大幅に削減されたと聞きました。６Ｓの考え
方や意識づくりを自分でもチャレンジしてみたい
と思いました。
　最後に八木社長から、「新たな取り組み、考えて
変化していくことが当たり前、時代に併せて変化
を」との言葉をいただきました。

３．服部農園有限会社
　服部農園（愛知県大口町）は、水稲 88ha、大麦
45ha、露地野菜4ha、いちご2aを営む有限会社です。
大口町の主力産業は工業であり、人口増加と急速
な都市化が進み、農地が徐々に減っているそうで
す。この町の農村の景色を 10 年、100 年残したい
との話を伺いました。研修当日は、精米工場兼直
営店舗を視察しました。なぜ米の直接販売を始め
たかを伺ったところ、昔は農協に出荷していたが
平成 26 年の米価大暴落により経営が厳しくなった
こと、なぜ自分達の作った作物の値段を自分達で
付けられないのかとの思いから、米の直接販売を
始めたそうです。服部農園は従業員家族も大切に

第２班　中野　雄大（大田原市）
青年農業者国内派遣研修に参加して
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１．はじめに
　私が今回の研修に参加した理由は、スマート農
業に興味があったからです。また、県内の青年農
業者と知り合える貴重な機会でもあり、心待ちに
していました。栃木県と愛知県・静岡県の農業の
違いを肌で感じられるのも魅力と感じていました。

２．カイゼン方式
　愛知県にあるこれまでの農業の枠にとらわれな
いカイゼン方式というやり方で農業をしている鍋
八農産に行きました。カイゼン方式は①課題の洗
い出し、②課題を特定して原因を追求、③対策に
向けて準備開始、④全員が把握して活用するこの 4
つのサイクルでできていました。鍋八農産では非
農家出身の若手が多く、入社してから農業の技術
を学ぶため、農家だと気づかないところに気づく
ことができ、改善することができるシステムが用
いられていました。この気づきが大切なのだなと
思いました。機械の場所や の保管場所も、誰も
が分かるように全ての場所が決まっていて、今誰
が使っているのかも分かるように名札を活用して
いました。機械操作も自分達でマニュアルを作成
し、どの作業も 1人でできるようにするだけでな
く、修理や壊れた原因の追求ができるように、ト
ラクターや草刈り機は 1人 1 台専用となっていま
した。乾燥機も新人でも分かるように、石表示で
はなくキロ表示と農業全ての作業で、誰でも分か
りやすく簡単にできるような改善をしていました。

３．社員が主役の会社
　愛知県にある服部農園は、社員がゲームで会社
経営のやり方を覚えるというユニークな会社でし
た。作物を作るときにチーム内で主任という立場
の人が、作業日程や作業人数を決めて作業してい
て、開始日から決めるのではなく、先に最終日を
決めてから作業日程を決めていました。会社に入っ
て間もない人は、日誌を毎日書いて直近の目標を
設定し作業をしていました。研修が年に数回あり、
研修後何か一つやり方を変えていました。研修に
は目的があり、全員の場合はチームワークや共通
認識を上げるために個人でやる研修は個人のスキ
ルアップのためにやっていました。また、作業の
節目には、必ず飲み会などの行事を行うことで作
業のモチベーションを上げていることに成功して

第２班　蘒原　颯人（佐野市）
国内派遣研修に参加して

いました。募金活動や町のゴミ拾いなど、積極的
に行うことで農業を町の中心にという思いで農業
に取り組んでいました。

４．中山間地域の農業
　静岡県にある笑顔畑の山ちゃんファームは、山
が近くにある所でスマート農業をやっていました。
使っている機械はどれも小さい機械でした。その
理由は、小さい圃場に合わせて効率よくするため
でした。さらに、圃場にたくさんの種類の作物を
作っていました。そのため他の人と繁忙期が被り
にくく近所で機械のシェアができ、経費の削減を
していました。その他に、中山間地だからこその
付加価値をつけて、作物を販売していました。

５．まとめ
　今回の研修で、昔ながらの農業を変えようと考
える農家をたくさん知ることができ、とても参考
になりました。例えば、１つの作業を誰でもでき
るようにすることや、何かの異変に気づいたらそ
のままにせず、解決するまで討論することが大切
なことだと思いました。さらに、作業のゴール地
点を先に決めることが大切だと感じました。愛知
県は農業のイメージがあまりなかったのですが、
今回の研修でそのイメージが覆されました。新し
い取り組みとしている農家さんと話や交流をする
ことができ、本当に充実した研修に参加すること
ができました。今後農業をする上でこの経験を生
かしていきたいです。
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第２回研修　研修日誌（宮崎県・熊本県）

後はお待ちかねの夕食となりました。
　この日の夕食のメインは熊本名物あか牛のハン
バーグでした。

無人トラクタの実演を視察する

12月 1日（木）　晴れ
　朝一番で熊本城を隣接の公園から見学しました。
石垣はところどころ地震で崩落した状態が残って
いて、完全な復旧にはまだ十年以上かかる予定と
のことでした。
　その後、熊本市郊外にある JA熊本市茄子部会
会員の田代さんの圃場を視察しました。
　JA熊本市茄子部会もスマート農業に取り組み、
会員の労働力の軽減を実現した実績がある団体で
す。今回の視察では、ゼロアグリというAI 自動潅
水施肥システムを中心にハウスでのナス栽培につ
いて熊本市農水局の中川参事と生産者の田代さん
から説明を受けました。ゼロアグリの導入により、
潅水と施肥に係る時間が年 196 時間も短縮された
とのことでした。驚いたことに熊本ではナスの施
設栽培は一般的とのことで、収穫時期は 9 月～ 6
月とのことです。

ゼロアグリについて説明を受ける

　この日の午後は自由行動で、研修生は思い思い
の行動を満喫したようでした。
　夜は熊本県青年農業者協議会との交流会の催し。
　熊本県庁農地・担い手支援課の新堀技師、同協

11月 30日（水）　晴れ、曇り（現地）
　早朝 6 時にとちぎアグリプラザ集合でしたが、
研修生全員が遅れることなく集合、10 分早く 5時
50分に出発しました。この日の朝はとても暖かく、
霧が立ち込めているほどでした。また、霧の影響
で高速道路の通行止めが懸念されましたが、スムー
ズにバスは進み、ほぼ予定通りに羽田空港に到着
しました。
　10 時 05 分のフライトで羽田空港を離陸しまし
た。この上ない快晴に恵まれ、東京湾の反射光が
眩しいほどでした。

フライト前の機内にて

　宮崎空港に到着後、焼酎で有名な霧島酒造の霧
島酒造ブルワリーで昼食をいただきました。
　地元の食材がふんだんに使われた料理を食べた
後に、1 日目の視察先である（有）新福青果に向
かいました。
　（有）新福青果は、露地野菜を大規模に生産して
いる法人であり、生産のみでなく販売まで手掛け
ています。はじめに事務所で法人の概要を聞きま
した。新福青果では労働力不足の補填や省力化の
ためにスマート農業を取り組んでいる法人です。
説明を聞いた後に圃場でスマート農業機械の実演
を視察しました。自動操舵トラクタは初心者でも
操作がやさしいとのことでした。また、ラジコン
草刈り機は使い勝手がよさそうですが、トラック
で現地まで運ばなければならなく、手間がかかる
といった具体的な話も聞くことができました。
　その後、宮崎から熊本に向かいました。３時間
の長い行程でしたが、バスガイドさんの解説がお
もしろく、あきずに過ごすことができました。こ
の後３日間を通して、バスガイドさんのおかげで
バスの車中では楽しく過ごすことができました。
　途中、バスの車中から見た高千穂の山々はとて
も厳かで雄荘な感じを受けました。ホテルに到着
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出荷されてきたトマトをチェック

　その後、バスで移動し、管内農家を視察しました。
　視察先の農家は、経営面積 110a を経営者と息子
さんと合わせて 7～ 8 名で農業に従事していると
のことでした。病害虫対策としてトマト栽培を 6
月末で終了し、8 月 15 日まで 45 日間ハウスに何
も作付しない時間を意識的に作っているとのこと
でした。
　農家視察後、熊本市内で食事をとり、予定より
フライトが 20 分遅れましたが、熊本空港から帰り
の飛行機に搭乗しました。
　16 時 10 分に羽田空港に到着し、帰りのバスに
乗車しました。
　週末の金曜日で渋滞が予測されましたが、予定
より 30 分以上早く 19 時前にアグリプラザに到着
しました。
　研修生全員無事に研修を終えることができたの
が何よりでした。
　今回の研修で得たものを自らの経営に生かし、
研修生に加えて他都道府県青年農業者とより一層
の交流を深め、日本の農業を私達で盛り上げてい
きましょう。

ホテルでの 1コマ

議会の今村会長お二人のお骨折りもあり、熊本県
から 9名の青年農業者に参加していただきました。
　交流会では異なる地域ではありますが、同じ青
年農業者として心で通じ合うところもあり、盛況
でした。意気投合した研修生同志で大いに盛り上
がりました。

盛り上がった交流会

12月 2日（金）　晴れ
　最終日は熊本から八代までの移動があるため、
朝 8時と早めの出発でありましたが、日本時間で
この日の早朝にサッカーワールドカップで日本が
スペインに勝利し、リアルタイムで視聴していた
研修生もおり、遅れることもなく、気分よくバス
に乗り込んでの出発となりました。
　熊本から八代まで移動予定時間 1時間 30 分をみ
ていたところ、予定よりも 15 分早く 9 時 15 分に
到着しましたが、JA やつしろ中央総合営農セン
ターの富永センター長、藤本係長ともに快く出迎
えていただきました。
　最初に同センターで同 JAの概要の説明を受け
ました。
　八代地域はもともと畳の材料であるい草の栽培
が盛んでしたが、生活様式の洋風化により生産が
激減し、施設野菜の生産強化に取り組みました。
平成 23（2011）年から平成 28（2016）年のトマト
バブル（トマトの相場がおおむね高い水準で推移）
やトマトの健康効果発見などにより、トマトの生
産拡大を進めました。
　概要説明を受けた後に質疑応答を設けてもらい
ましたが、質問が相次いで説明と合わせて 1時間
かかりました。
　10 時 15 分から選果場の視察を行いましたが、
選果場では 1日に 2 万ケース捌いていて、レーン
の作業はとてもスピーディーで見ていて圧倒され
ました。
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大橋 正輝・篠田 恭兵・篠原 貴大・小林 柾徳・八木澤 康之

宮崎・熊本と栃木の違い

１．宮崎・熊本について
　宮崎県は人口約 105 万人で九州の南東部に位置
し、九州で 2番目に面積が広い県です。
　農業算出額で見ますと、令和 2（2020）年度は 3,348
億円で全国 6位となっています。野菜の産出額は
全国 13 位ですが、生産量で見ますとキュウリが全
国 1位、ピーマンが全国 2位となっています。
　一方、熊本県は人口約 171 万人で九州の中部に
位置し、九州で 3番目に面積が広い県です。
　農業産出額で見ますと、令和 2（2020）年度は 3,407
億円で全国 5位となっています。野菜の産出額は
全国4位です。生産量で見ますとトマトが全国1位、
ナスが全国 2位となっています。

２．生産方法の違い
　今回の研修では生産方法の違いも勉強になりま
した。
　ナスの栽培では、栃木は露地野菜が一般的です
が熊本ではハウス栽培が一般的でした。
　また、JA やつしろではトマト栽培の一軒あた
りの栽培面積が栃木県に比べて大きい傾向にあり
ます。栽培方法も近年、栃木県で主流になりつつ
ある軒高ハウスの栽培はあまりなく既存のパイプ
ハウスでの栽培が主流です。水はけをよくするた
めに高畝で栽培している点も栃木とは違いました。
黄化葉巻病対策のためにトマトを栽培しない期間
を設けるのは栃木県と違いました。

３．気候の違い
　宮崎県や熊本県は気候が温暖であるため、宮崎
ではマンゴー、熊本ではみかんなど栃木県では生
産量が少ない果実もさかんに生産されています。

４．流通・販売の違い
　販売の点において栃木県は大消費地である東京
に近いので有利だと思います。
　しかし、ブランディングや情報発信などは県民
性も手伝ってか苦手な気がします。
　熊本県では知名度の高いマスコットキャラク
ターのくまモンが農産物の販売・PRに大きく貢献
していることを感じました。

第２回研修レポート

５．まとめ
　今回の研修で宮崎・熊本の農業先進地を自分の
目で見て違いを感じることができたことは自分た
ちの農業を考えることにつながりました。
　違いの基準になるのは自分たちの農業経営でし
た。研修で感じた違いや受けた刺激を忘れること
なく、栃木の農業に寄与していければと思いまし
た。
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５．JAやつしろ
　JAやつしろでは、主にトマトの選果場とトマト
ハウスを見学させていただきました。
　とても大きなトマト選果場で、はちべえトマト
という、ブランド名で日本一のトマト産地に成長
したそうです。出来る事から、はじめたというのは、
その通りだと思いそれが出来るのはとても簡単に
見えて一番難しいことでもあると思いました。
　私も出来る事から頑張りたいと思いました。

６．最後に
　最後に今回の研修は、少人数で、コロナ禍とい
うこともあり、ギリギリまで研修を行うか迷って
いたと思いますが、それでもみんなが無事に参加
でき、一般では見られない部分を見ることができ
たことはかなり貴重な体験でした。この研修を支
えてくださった関係者の皆さんに感謝を申し上げ
ます。
　ありがとうございました。

１．はじめに
　私が今回の派遣研修に参加した理由はイチゴ以
外の農作物を見る機会が少なかったので、興味が
あり参加しました。
　また、県内の青年農業者と知り合える貴重な機
会でもあり、心待ちにしていました。
　イチゴ栽培に少しでもプラスになるように勉強
したく、参加しました。

２．（有）新福青果
　新福青果さんでは、スマート農業実証プロジェ
クト導入技術をたくさん見せていただきました。
　ロボットトラクタや、ドローンによる圃場の確
認など、今後さらに加速する競争の中で生産性の
向上のためにデータ入力を含めた作業のムダを省
き、最小の労力で最大の効果が得られる生産を確
立するために導入されたさまざまな技術に圧倒さ
れました。
　将来的に我が家の経営に追加したい圃場管理シ
ステムを使った農場内の情報共有技術もあったの
で、それに目指して頑張りたいです。

３．JA熊本市茄子部会
　JA 熊本市茄子部会では、主にAI 自動かん水、
施肥システム（ゼロアグリ）を設置し、かん水、
施肥の自動化による作業負担の軽減と作物にとっ
ての最適な生育環境を実現することによる収量の
向上をしていました。ゼロアグリは一番我が家の
経営に導入したいと思った技術で、堆肥と土壌水
分量を一定に保ってくれるのはとても魅力的でし
た。
　ですが、全てのハウスに同時にかん水出来ない
など、もう少し技術的に使いやすくなってから、
導入したいと思いました。

４．熊本県成年農業者との交流会
　研修２日目の夜は熊本県成年農業者との交流会
があり、熊本県の同年代の農業者と交流ができま
した。共通の話題も多く、楽しい思い出となりま
した。このつながりを今後も生かしていきたいと
思いました。

　大橋　正輝（鹿沼市）
国内派遣研修に参加して

個別研修レポート
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わかりませんが、私が理想とする経営は、家族だ
けで管理できる規模でコストを抑えて反収をあげ
る経営です。今回のトマトの視察では終始 JAや
つしろの職員の方が説明されていましたが、トマ
トについて詳しいのが伝わってきました。
　栃木県にもあれくらいの熱意を持った人が多
かったらと思いました。ただ、職員の方の話だけ
で生産者のお話が聞けなかったのが残念でした。

４．その他の研修について
　トマト以外に印象に残った研修は、一日目の宮
崎で見た新福青果さんです。こちらではスマート
農業についてのお話を聞きました。最近スマート
農業についてよく耳にしますが、実際に導入して
いる人の話を聞くのは初めてでした。導入して良
かった点や悪かった点などを詳しく説明していた
だき、とてもわかりやすかったです。例えば、自
動運転のトラクターなどは素人でも簡単に作業す
ることができるので便利だと言っていました。し
かし、現状では作業する時に人が立ち会う必要が
あり、道路を走行するときも人が運転する必要が
あります。これから法整備や技術が進み、機械が
自動にやってくれるようになれば格段に使いやす
くなるとおっしゃっていました。
　それと、一日目の昼食で利用した霧島酒造で見
つけた金霧島というお酒をお土産で買いました。
さすがに 1万円もするだけあって、とても美味し
かったです。

５．最後に
　今回の研修で、熊本のトマト栽培の現状を知る
ことができてよかったです。とても充実した 3日
間になりました。この研修で学んだことを、これ
からの経営に役立てていきたいと思います。
　最後に、今回の研修でご支援、ご協力頂きまし
た関係機関の皆様ありがとうございました。

１．はじめに
　私は小山市でトマト栽培をし
ています。以前からこちらの海
外派遣研修に興味があり参加し
たいと思っていました。コロナ
の影響で国内コースということ
になりましたがトマトの生産量
日本一を誇る熊本県の現状を見
たいと思い参加しました。

２．熊本のトマト栽培の現状
　今回の研修では、熊本県の中でもトマトの一大
産地である JAやつしろに研修に行きました。JA
やつしろでは売上高 254 億円のうち、トマトが
39%ミニトマトが 14%を占めているそうです。全
国第１位のトマトは、はちべえトマトの名前でブ
ランド化されており、他にも、晩白柚やい草の生
産量も日本一です。トマトのハウスは軒の低いハ
ウスが主流で栃木県で多く見られる軒高ハウスは
ほとんどないそうです。
　台風シーズンにはビニールを剥がして雨ざらし
の状態になっているのと、地下水が高いので基本
的には高畝栽培をしているそうです。トマト栽培
をするうえで最も厄介な黄化葉巻病対策としては
耐病性品種の導入、7月から 8月 15 日までトマト
のない期間を設け、地域のコナジラミの根絶など
を行っているそうです。平成 29 年度時点で耐病性
シェア約 77%でカレンが多く作られているようで
す。近年トマトの価格が低迷していることから大
玉トマトからミニトマトへの作付けの転換が増え
ており生産戸数も減少傾向とのことです。しかし
ながら一軒当たりの面積は拡大傾向で平均で 80a
ほどだそうです。これからの取り組みとしてはリ
コピンなどの機能性成分の計測、国際水準GAPの
取得を目指すと言っていました。

３．熊本のトマト栽培を見ての感想
　正直、栽培技術の面では栃木県の方が上だと思
います。しかし販売力や生産規模、ブランド力に
おいては熊本の方が上だと思いました。選果場の
視察もさせていただきましたが、あまりの大きさ
にびっくりしました。しかも他に 4ヶ所選果場が
あるとのことなので、改めて大産地であることを
実感しました。しかし、最近のトマトの価格低迷
や重油や肥料、人件費の高騰など大規模栽培では
コストが増大しており、JAやつしろでも雇用の問
題について話していました。外国人労働者に依存
しているので円安の影響で外国人が日本で働かな
くなると、労働力不足で規模を維持できなくなる
と心配していました。どのような経営が正解かは

　篠田　恭兵（小山市）
日本一のトマト栽培から学ぶ
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実になるのか。そして次世代の後輩たちに何が残
せるのか。新しい出会いには未知の可能性がある
と信じていますし、全国での横の繋がりが出来る
ことは４Hの醍醐味でもあるので、今回の交流会
のセッティングには心から感謝いたします。
　そして 3日目、JAやつしろのトマトの選果場を
と圃場の視察では圧倒されました。
　規模や設備が大きく、選果場の従業員も若い方
が多く感じました。
　栽培面で栃木とは大きく違うのは台風の関係で
ビニールを毎年剥がして備えるという作業を行っ
ていることです。これには、並々ならぬ苦労を感
じました。しかし 1人当たりの平均栽培面積は約
80a、大きい人で 2ha を栽培していることに日本一
の強みを感じました。地域として協力しながら盛
り上げていく仕組みは真似していこうと思います。
　今回の研修を通して時代の流れに乗ることが産
地アップ、個の収量アップに繋がることを知れた
ので、今後はよりアンテナを高く張って情報収集
し時代を駆け抜けて行きたいと思います。

　今回の国内派遣研修に参加した目的は、私自身
トマトを栽培している中で、日本一の産地熊本八
代のトマトを生で見てみたいと思ったからです。
　そのほかにも２泊３日のスケジュールでＩＣＴ
やスマート農業を実践している農家を視察し、こ
れからの日本農業の当たり前を肌で感じることが
出来ました。
　宮崎県の有限会社新福青果では、ＧＰＳトラク
ターでの自動操縦やデータ集積などコンピュー
ターを使用した農業だと印象に残っています。人
の限界を機械が超え、より効率化に結びつく事例
だと感じました。
　熊本に移り 1箇所目のＪＡ熊本茄子部会の生産
者圃場では自動灌水システムを見せていただき、
スマホひとつで操作、データ集積が可能と言うと
ころにとても魅力を感じました。
　従来のポンプで水を吸い上げる時代から、いつ、
どれくらいの量を灌水、追肥することができるこ
とで収量アップに繋がることが出来る装置だと思
いました。
　また、ハウス内も見せていただき、栃木ではあ
まり見かけない、ハウスの中心に暖房機がある、
通路にチップが敷かれていたり地域差を感じまし
た。天敵も使用しているらしく、害虫防除にも意
識をむけていることが知れました。
　その後、半日の自由時間を利用して熊本の農業
仲間がアボカドやバニラビーンズの栽培をして島
おこしをしている戸馳島へ行っていきました。熊
本市内とは違う顔を持ち、海が見渡せる静かな島
ですが、年々人口が減っている中で移住者を増や
したい思いでマルシェの開催や、各種メディアで
も活躍している仲間に久しぶりに会えて活力をも
らいました。
　その晩は熊本４Hクラブの皆さんと懇親会を行
いました。私自身４Hの全国の役員を務めている
関係で、熊本県会長とは少し前にお会いしていま
した。普段オンラインでしか会えない方々とリア
ルで会える機会はかけがえのない時間に感じてい
ます。開会の挨拶でも言わせていただきましたが、
出会いを農作業に例えると種まきのようなものだ
と思います。その瞬間は何になるかわからない種
も時間をかければ発芽し成長して開花し実になり
ます。
　今回の出会いも２年後３年後にどんな花になり

篠原　貴大（小山市）
国内派遣研修に参加して
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１．はじめに
　私が今回の国内研修に参加した理由は、農業経
営で新たなビジョンを広げるためです。
　また、県内や国内の青年農業者と知り合える貴
重な機会でもあり心待ちにしていました。
　栃木県とは異なる風土を持つ宮崎県と熊本県の
農業を肌で感じられるのも魅力でした。

２．（有）新福青果
　一日目の宮崎県では、農業生産法人有限会社『新
福青果』を視察しました。主に露地野菜を中心と
した会社であり社長も若く、経営形態は農産事業
と青果事業で分かれており、栽培から加工、販売
まで六次化産業が成り立っていました。資材や燃
料が高騰しているなか、初期投資が少ないです。
また、私の故郷では高齢化が進み耕作放棄地が増
えています。風情を守るため、露地野菜での土地
の管理を目的とし、規模拡大を視野に入れていま
した。今後、露地野菜での大規模経営を目指して
いく良いヒントになりました。

３．JA熊本市茄子部会
　二日目には熊本県に移動し、ＪＡ熊本茄子部会
に所属する農家を視察しました。ここでは、圃場
内の管理を遠隔操作で行っており温度、湿度、土
壌の水分量をデータ化にしたり、また、都合の良
いタイミングで自動潅水を行えるシステムも導入
していました。私も普段、環境システムを活用し
た現場にいますが、圃場内の環境とデータ化され
た数値とでは若干の誤差が生じます。新規で始め
ようとする農家にとっては、便利なシステムだと
思いますが、現場の状態とデータ化された数値。
この二つの数値を見極めて、生産物にあった環境
に定めるのが結果を出す農家と思われます。

４．JAやつしろ
　三日目には、ＪＡやつしろトマト部門による講
義を受けた後、トマト農家の圃場に行き視察しま
した。ＪＡやつしろのトマトは日本一の生産量を
誇り、トマト農家に対するアドバイスや産地とし
ての発展意識は栃木県には無い熱意を感じました。
私が所属する部会の平均栽培面積は 50a に対して
やつしろ部会では 80a と差があることに関心しま
した。また、10a あたり 30t を出す農家も多く、全

　小林　柾徳（小山市）
国内派遣研修で学んだこと

体的に質が高い。安定した収益を得られることか
ら後継者も五割ほど存在しており、今後も日本一
の産地として発展していくと思われます。視察し
たトマト農家の方も 10a あたり 30t を達成してお
り、株の樹勢や果形、圃場内の管理もレベルの高
いものでした。栃木県は高軒高ハウスが多い中、
熊本県では軒の低いハウスが多く見受けられまし
た。台風の多い気候により一作ごとに上のフィル
ムを張り替えることには驚きました。資材が高騰
している中どのような対策をしていくのか今後気
になるところです。

５．最後に
　三日間にわたり研修を行ってきましたが、今後
私が経営を引き継ぐ際、どれも携わる内容となり
ました。栃木県と宮崎県、熊本県とでは風土が完
全に異なりますが、現場を見ることによって新た
なヒントを得る機会となりました。また、研修以
外の時間で熊本４Hとの交流を図り親睦も深める
ことができました。
　今回の研修を活かし、若手農家として奮起した
いです。
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１．はじめに
　自分は現在、ニラ農家をしながら農 tuber とし
て活動しています。この活動をきっかけにいろい
ろな農業関係者と知り合いになり、もっと視野を
広げたいと考えていました。しかし、コロナ禍も
あり、活動の範囲は限られていたこととなかなか
個人では見ることができない視察先があることが
魅力的であったこと、他県の農業者との新たな交
流があることも知り、この研修への参加を決めま
した。

２．（有）新福青果
　（有）新福青果は宮崎県でかつて農業法人協会の
会長を務めたこともある法人で、スマート農業に
取り組み、高齢化や少子化によるマンパワーの不
足を補っているということと大規模露地野菜の経
営そのものに興味がありました。
　特に無人トラクタやラジコン草刈り機の実演を
見ることができたのは参考になりました。
　また、使い勝手の部分でも無人トラクタの操縦
は初心者でも慣れれば簡単とか、ラジコン草刈り
機は軽トラックで現場まで運ばなければならない
のが面倒とかいった、使った方ならではの声を聴
くことができてよかったです。
　
３．JA熊本市茄子部会
　2日目は、熊本市郊外にある JA熊本市茄子部会
の農家を視察しました。栃木県では施設でナスを
栽培するのはマイナーですが、熊本県ではメジャー
であることが分かりました。
　ここでは、ゼロアグリといったかん水施肥シス
テムを導入し、水やりと肥料の散布を自動化して
います。全て専用のタブレットを操作して行える
ので施設野菜を作っている自分としてはとても興
味深いものでした。

４．交流会
　2日目の夜は熊本県青年農業者協議会との交流
会がありました。
　飲むことが好きな自分にとって、今回の研修の
中でもとりわけ楽しみにしていた行事でした。熊
本県の方々は皆さん気さくでとてもいい方ばかり
でした。とても盛り上がり、その後は 2次会に行
きました。
　とてもいい思い出となりました。

八木澤　康之（塩谷町）
研修での出会いに心からの感謝を

５．JAやつしろ
　3日目は JAやつしろを視察しました。
　国内で一番トマトを生産している地域とあって
どのように行っているのか興味がありました。JA
やつしろでは、組合員の落ちこぼれは出さないよ
うにみんなでバックアップしながらやっていると
いうことに共感しました。
　また、通知表のような、管内の農家で何番といっ
たデータももらえるので、やる気や意識づけにつ
ながるとも思いました。
　選果場はとても広く 1日に 2 万ケースを捌くと
いった話を聞いたときは驚きました。
　市場流通に興味があったので、選果場視察はと
ても楽しい時間でした。

６．最後に
　この研修を通して、栃木を俯瞰的に見られるよ
うになった気がします。
　農 tuber として、そして栃木県の農業を発信し
ていく立場として今回の研修でまた刺激を受けま
した。
　今後も YouTube を通して栃木県の農業のよさ
を発信していければ、と考えています。
　今回の研修での一番の収穫は「出会い」でした。
研修は終わりましたが、今回の研修で出会った方々
との交流は今後も続きます。
　この場をお借りして研修で出会った方皆さんに
感謝を申し上げたいと思います。
　本当にありがとうございました。
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編集後記

　2回の国内派遣研修が終わってから、すでに 3か月が過ぎました。
　コロナ禍により、海外から国内に切り替えて初めて実施した今回の研修でしたが、
無事に終了できたことは関係者の皆様のおかげだと改めて感じております。
　事務局としては、国内で行う分、研修内容をより一層充実させようと考え、県内の
青年農業者に他県先進地の大規模経営及びスマート農業を実際に見て肌で感じること
で、自らの経営に生かしてほしいとの思いがありました。
　特に、次代を担う青年農業者には、日本を代表する経営体から経営理念や手法を学
び、日進月歩で技術革新が進んでいるスマート農業の一端に触れてメリットやデメリッ
トを考える機会となるよう研修先を選定しました。
　今回の研修生は自ら農業経営を行っている方、親元で従事されている方、農業法人
で働いている方など、立場や環境、考え方も様々でしたが、研修中の反応や提出され
たレポートを見ると、経営の効率化に興味・関心がある方が多いように感じました。
　大規模経営を行っている経営体を中心に視察し、経営規模を拡大していくことによ
り省力化や経費節減の効果を一層得られることが学べたようです。
　ウクライナ情勢などの影響により国際的な資材・燃料や肥料等の高騰が続く中、研
修生の経営に対するコスト意識が高まり、経営感覚がさらに磨かれたものと思います。
　新型コロナウイルスの感染流行は落ち着きつつあり、コロナ前の日常が戻りつつあ
ります。
　来年度以降、研修先を海外に戻すことも検討していますが、研修生の意識の高さを
反映して、より実効性の高い派遣研修を実施していければと思います。
　末筆ですが、この場をお借りして本研修でお世話になった皆様方に感謝申し上げま
す。
　ありがとうございました。
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令和4（2022）年

　8月19日 研修生募集

　10月4日 研修生の決定

　10月12日 事前研修会

　10月27日～10月28日 第1回国内派遣研修

　11月30日～12月2日 第2回国内派遣研修

　12月16日 事後研修会
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